
202 化学と教育　73巻 6号（2025年）

ヘッドライン　鉱物の科学
　鉱物は自然界にも存在し，中学校や高校の理科では本来は地学の領域に属する。しかし，
化学と身のまわりの事物との関連を示すことができるため，化学の教材としても有用であ
る。高校化学の教科書では「化学結合」や「無機物質」の分野で多く登場しており，中高教
員の読者がその背景知識を知っておくことで，授業の幅が広がることが期待できる。そこ
で，本ヘッドラインでは，高校化学の中で重要な鉱物の成因や性質，利用法などについて解
説する。
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次号ヘッドライン  第 31回化学教育フォーラム 
「生成 AIと化学教育の未来」

　神奈川県立小田原高等学校は，明治 33 年（1900 年）に神奈川県第二中学校とし
て創立され，校名も小田原中学校，小田原高等学校へと改称されながら，124 年の
歴史と伝統を積み重ねてきました。本校の校訓である「至誠無息」，「堅忍不抜」の
精神は今も変わらず脈々と息づいています。文部科学省から「スーパーサイエンス
ハイスクール」（令和 5年度から 5年間・第 1期目），県教育委員会から「学力向上
進学重点校」（令和 6年度から）の研究指定を受けており，次世代のグローバル・
サイエンス・リーダーの育成を目指しています。

表紙の言葉　神奈川県立小田原高等学校
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